
 

 
1. 

豪

に

い

減す

た治

っ

っ

 

あ

市

約

て

り

に

増加

本

測

られ

を行

2.

20
行

所

量

テ

市

ら

質株

自動

の

に

流

か

場所

はじめに 

雨が多発して

よって流出特

，水害によ

するためには

治水対策が求

て河川の水位

ておく必要が

以上の背景の

る山崎川とそ

内を流れる

26.6km，流

いる 1)．流域

，降雨時には

降った雨が短

加させる． 

本研究では対

を行い，降雨

れた水位デー

行うための基

 観測及び

12 年 9 月末

った．本研究

の雨量観測所

はそれぞれの

ィーセン法

昭和区，名古

中橋の間で行

株式会社製 

動計測し降雨

区間には雨水

して上流側

量を調べれば

るのではない

所の断面・河

都市中小

近年，我が

ている．都市

特性が変化

って甚大な被

は，ハード面

求められる．

位・流量が

がある． 

の下，本研究

その流域に着

2 級河川で，

流域内は市街

域内には合流

はしばしば雨

短時間のうち

対象河川に水

雨時の水位の

ータから流量

基礎データと

び解析方法 

末から 10 月末

究で対象とな

所が存在する

の雨量観測所

を用いて求め

古屋市営地下

行った．半埋

S&DLmin
雨時の流量の

水吐が存在

と下流側にそ

ば，両者の差

いかと考えた

河床高の測量

小河川流域

が国では短時

市域では土地

し，人口や資

被害が発生す

面とソフト面

．そのために

どのように増

究では名古屋

着目した．山

延長約 12.
街地が約 97
流式下水道が

雨水吐越流が

ちに流出して

水位計を設置

の変化を調べ

量の算定を試

とした． 

山崎川に

末の約 1 か月

なる上流部の

る．そこで，

所の 10 分雨

めた．水位の

下鉄川名駅付

埋没固定型の

ni)を複数設置

の増加を調べ

しており，そ

それぞれ水位

差から雨水吐

た．そして，

量を行った．

における降

時間の局地的

地利用の高度

資産の集中に

する．被害を

面を組み合わ

には，降雨に

増減するかを

屋市中小河川

山崎川は名古

4km，流域面

%の面積を占

が整備されて

が発生し，流

て河川の流量

置して水位の

べた．また，

試み，流出解

における観測

月間にわたっ

の流域には 3
流域の平均

雨量データか

の観測は名古

付近の神戸橋

の水位計(応用

置し一定間隔

べた．また，

それを挟むよ

位計を設置し

吐越流の量が

各水位計設

 

降雨時の流

的な

度化

に伴

を軽

わせ

によ

を知

川で

古屋

面積

占め

てお

流域

量を

の観

得

解析

測は

って

3 か

均雨

から

古屋

橋か

用地

隔で

こ

よう

して

が分

設置

 

降雨

番号

①

②

③

 河

水位

学に

測し

3.

れた

雨①

流域

す．

ら算

図－

平

てい

出特性把握

名古屋

名古屋

  名古屋

表－1

雨

号
月

9 月 30 日

10 月 22
10 月 28

河川の流量は

位や断面等の

における過去

した流量とし

観測結果及

た雨のうち本

①，②，③と

域平均雨量の

また，各降

算定したその

－2，3，4 に

平常時におい

いるが，降雨

握に向けた

屋工業大学 

屋工業大学 

屋工業大学 

図－1 対象

1 対象とする

日 

日 

日～23日

日 

はマニング式

のデータから

去の研究 2) を

した． 
及び考察 水

本研究で対象

とし，ティー

の 10 分最大雨

降雨のハイエ

の時の流量ハ

に示す． 

いては上流側

雨①において

予備研究 

学生会員 

正会員  

フェロー会

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

象とする流域 

る降雨（流域平

10分最大雨量

[mm] 

7.3 
4.7 
3.4 

式を変形した

ら算定した．

を参考にし，

水位観測の期

象とする降雨

ーセン法を用

雨量と総雨量

エトグラフと

ハイドログラ

側と下流側の

ては 14:00 頃

 ○後藤宏

  庄建治

会員 冨永晃

平均） 

量 総雨量

[mm]

95.9
36.6
18.4

た式に基づき

粗度係数は

その結果を

期間内で確認

雨をそれぞれ

用いて算定し

量を表－1 に

と水位データ

ラフをそれぞ

の流量は一致

頃から徐々に

宏輔 
治朗 
晃宏 

量 

 

き，

は本

を観

認さ

れ降

した

に示

タか

ぞれ

致し

に両



者

る

上

は

流れ

出水

い

観測

18
2.5
分

を観

大流

測

 

し

それ

それ

の流

な

る

ま

を考

4. 

量

大

合

で

り流

観測

現段

頼性

が

けれ

流

参考

1) 

2) 

に差が表れ，

．ピーク付近

回っており，

正しく算定

れが等流と仮

水の時に水面

ものと思われ

測結果につい

上流側の水位

8 時 34 分に最

58m を観測

に最大流量

観測した．降

流量 4.8m3/
した． 
降雨①，②，

，そこから基

れらを用いて

れぞれ 0.22
流出率より

ければ雨水は

ため，ある一

らない．以上

考える必要が

おわりに 

の差から雨水

出水時には下

わない場合

には至ってい

流量は重要な

測を行うな

段階では 3
性を得るた

って今後も観

ればならない

出解析のモデ

考文献 

名古屋市：

案），2010
筒井健吾：

関する研究

，雨水吐か

近では上流側

，実現象が反

されていない

仮定して算定

面勾配が変動

れる．したが

いて検討する

位計において

最大流量 37
した．降雨②

10.5m3/s， 1
降雨③では 1
/s，20 時 39

，③での上流

基底流出高

て各降雨に対

，0.09，0.1
も低い値とな

は下水管を通

一定の雨量を

上のことを考

がある． 
小出水時に

水吐越流の発

下流側のピー

があり,雨水

いない．今後

なデータとな

どして改善し

回の降雨を

めにはデータ

観測を続け，

い．そして，

デルを提案し

二級河川山

0． 

山崎川にお

究，名古屋工

ら越流してい

側の流量が下

反映されてお

いと考えられ

定したため，

動することに

がって，ここ

る． 
て，降雨①で

.5 m3/s，同時

②では 10 月

1時 12分に最

10 月 28 日 2
9 分に最大水

流側の流量を

・直接流出高

対する流出率

10 となり，一

なった．少し

通って直接処

を越えなけれ

考慮した流出

には，上流側

発生が検出で

ーク付近の流

水吐越流の量

後も流出解析

なるので，出

しなければな

調べたのみで

タ数が不足し

，データを収

，より高い再

したい． 

山崎川水系河

ける降雨時の

工業大学修士

いると考えら

下流側の流量

おらずこの部

れる．これは

このような

に対応してい

こでは上流側

では 9 月 30
時刻に最大水

月 23 日 1 時

最大水位 1.3
20 時 38 分に

水位 0.93m を

を流出高に変

高を算定した

率を計算する

一般的な都市

ししか雨が降

処理場に運ば

れば，流出が

出率の算定方

側と下流側の

できた．しか

流量が実現象

量を算定する

析を行うにあ

出水時の流量

ならない．ま

であり，高い

している．し

収集していか

再現性を持っ

河川整備計画

の汚染負荷量

士論文，2012

られ

量を

部分

は，

な大

いな

側で

0 日

水位

時 11
39m
に最

を観

変換

た．

ると，

市域

降ら

ばれ

が始

方法

の流

かし，

象と

るま

あた

量の

また，

い信

した

かな

った

（原

量に

2． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図

図

図

図－2 降雨①

図－3 降雨②
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